

































第 1章 教育雑誌にみられる宗教教育論 










































































第 3章 「宗教的情操」の拡大―明治 20、30年代の宗教教育論から― 






























第 4章 宗教と教育の関係―澤柳政太郎の宗教思想・教育思想― 








































第 5章 宗教と道徳の関係―澤柳政太郎の信仰と道徳教育― 
















































補論 2 現代日本の道徳副読本における「生命尊重」「畏敬の念」 
補論 2では、現代日本における道徳副読本を対象に、「宗教的情操」概念と親和性の高い
「畏敬の念」概念がどのように教材として扱われているかを検討した。そこでは、「宗教的
情操」「畏敬の念」に関する議論は、本論での舞台となった明治期から変わらずに結論は出
ていないということがありありと見ることができた。「畏敬の念」の涵養は国側も重要であ
ると示しているものの、具体的な教育法はついぞ見つかっていない。 
 
終章 
 終章では、各章のまとめと本論全体で明らかになったことを論じた。 
本論では、大正期・昭和戦前期における宗教教育論の展開を考えると、主流にならなかっ
たが、しかし重要な宗教教育論を中心に考察を重ねた。それは、学校での宗教の利用をめぐ
って「宗教の本質」に関する議論がされていたということである。この「宗教の本質」に関
する議論の文脈のなかで「宗教的情操」という言葉は使われ、また、他の表現でいえばそれ
は「倫理的宗教」であったし、「信仰」「良心」「情操」でもあった。 
 「宗教的情操」に代表される「宗教の本質」の概念は、明治 20年代、まずはヘルバルト
主義教育学導入の流れから日本にもたらされた。能勢栄など、ヘルバルト主義教育学に関す
る翻訳書を多く刊行した教育学者がその担い手となった。また、「宗教の本質」概念は、明
治 30年前後に、日本の道徳教育をどうすべきかという議論のなかでも論点となった。一方
で、「信仰」の重要性を理解していた澤柳は、代わりに「良心」「情操」概念を用いて、宗教
性を脱色しながら学校教育で「信仰」を教えることに努めた。しかし、彼の目指した道徳教
育は、「宗教の本質」を教育に利用しようとした論者たちと、構造上大きく異なるわけでは
なかった。 
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論文要旨 
今後の最も大きな課題は、明治 20年代に登場した「宗教的情操」概念が、なぜ政治性を
帯びた昭和 10年の文部次官通牒につながったのか、である。明治末期、大正期において「宗
教的情操」にどのような思想的変遷があったのかを解明しなければならない。 
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